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社員の子どもにランドセルを贈呈 
～今年で 28 回目。新入学児童 278 人に～ 

 

 

プルデンシャル生命保険株式会社（代表取締役社長兼 CEO 一谷 昇一郎）は、この春に小学校に入学する

社員の子ども 278 人にランドセルを贈りました。ランドセル贈呈は毎年実施しており、今回が 28 回目となります。

これまでに 5,798 人の子どもたちに贈っています。 

 

ランドセルの贈呈は、創業者である故・坂口陽史の「社員と社員の家族を大切にしたい」との思いから、1989

年に始まりました。今年の関東地区の贈呈式は 2 月に坂口陽史ラーニングセンター（東京・等々力）で開催され、

社長の一谷が新入学の子ども一人ひとりの背中にランドセルをかけました。ランドセルは 55 通りから好みの

色・素材を選択できるようにしています。 

 

 

子供たちにランドセルを贈る社長の一谷（右） 
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